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一

は
じ
め
に

芥
川
の
〈
切
支
丹
も
の
〉
の
一
つ
で
あ
る
「
神
神
の
微
笑
」（
「
新
小
説
」

大
一
一
・
一)

は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
日
本
の
精
神
風
土
を
問
題
に

(1)

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
文
化
論
的
な
側
面
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も

多
い
。
特
に
「
日
本
人
の
同
化
力
の
強
さ
」（
吉
田
精
一
『
芥
川
龍
之
介
』
三

省
堂
、
昭
一
七
・
一
二
）
に
関
す
る
芥
川
の
意
見
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
点

や
、
「
い
か
な
る
外
国
の
宗
教
も
思
想
も
そ
こ
へ
移
植
す
れ
ば
そ
の
根
が

腐
り
（
略
）
似
而
非
な
る
も
の
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
日
本
の
精
神
風
土
を

指
摘
」
し
た
も
の
（
遠
藤
周
作
「
「
神
々
の
微
笑
」
の
意
味
」、
「
日
本
近
代
文
学
大
系

第
三
八
巻

芥
川
龍
之
介
集

月
報
四
」
角
川
書
店
、
昭
四
五
・
二)

と
し
て
日
本
の

神
の
「
造
り
変
へ
る
力
」
に
注
目
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
作
中

の
語
り
手
に
つ
い
て
は
解
釈
も
分
か
れ
て
お
り

、
小
説
の
最
後
で
語
り

(2)

手
自
身
が
語
る
「
我
我
」
が
、
幕
末
に
来
航
し
た
西
洋
人
か
、
そ
れ
と
も

近
代
の
日
本
人
を
指
す
の
か
、
そ
の
解
釈
に
よ
り
語
り
手
が
オ
ル
ガ
ン
テ

《
特
集

文
学
テ
ク
ス
ト
の
時
代
性
・
多
様
性
》

芥
川
龍
之
介
「
神
神
の
微
笑
」
と

大
正
期
の
文
化
意
識

―
欧
州
大
戦
以
降
の
〈
日
本
的
な
も
の
〉
の
表
象

―

河

田

和

子

K
A
W
A
D
A

K
a
z
u
k
o

ィ
ノ
の
物
語
を
語
る
こ
と
の
意
味
も
変
わ
っ
て
く
る
。

留
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
語
り
手
が
「
南
蛮
船
入
津
の
図
を
描
い
た
、

三
世
紀
以
前
の
古
屏
風
」
、
即
ち
一
六
・
一
七
世
紀
頃
制
作
さ
れ
た
南
蛮

屏
風
を
眺
め
な
が
ら
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
の
架
空
の
物
語
を
想
像
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
江
戸
幕
府
の
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
と
鎖
国
政
策
に

よ
り
、
「
そ
れ
以
前
の
半
世
紀
間
に
作
ら
れ
た
多
数
の
南
蛮
屏
風
が
、
幕

末
ま
で
の
二
〇
〇
余
年
間
に
す
っ
か
り
消
散
」
し
、
「
明
治
の
世
に
な
っ

て
（
略
）
国
民
が
投
売
り
を
し
出
し
た
美
術
品
の
う
ち
に
、
少
数
の
南
蛮

屏
風
が
初
め
て
現
わ
れ
た
」
が
、
そ
の
頃
は
「
何
の
関
心
を
も
懐
か
ず
」

評
価
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た

。
岡
本
良
知
『
南
蛮
屏
風
考
』（
昭
森
社
、

(3)

昭
三
〇
・
一
二
）
に
よ
れ
ば
、
「
大
正
の
末
か
ら
昭
和
の
始
め
に
か
け
て
、

日
欧
交
渉
史
の
研
究
が
進
歩
し
、
次
第
に
交
渉
史
上
の
事
実
が
明
か
に
せ

ら
れ
る
に
従
つ
て
、
南
蛮
屏
風
に
関
す
る
興
味
も
増
大
し
た
」
と
さ
れ
る
。

そ
う
し
た
点
か
ら
も
、
作
中
の
語
り
手
は
幕
末
に
来
航
し
た
西
洋
人
で
は

な
く
、
大
正
期
の
日
本
人
（
知
識
人
）
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
芥
川
が

こ
う
し
た
同
時
代
の
語
り
手
を
設
定
し
て
南
蛮
寺
の
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
の

物
語
を
書
き
、
「
造
り
変
へ
る
力
」
を
問
題
に
し
た
の
は
何
故
か
。

柄
谷
行
人
「
日
本
精
神
分
析
」（
『
日
本
精
神
分
析
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
平
一

九
・
六
）
で
は
、
「
神
神
の
微
笑
」
で
見
て
い
る
の
は
、
一
六
世
紀
の
日
本

で
は
な
く
「
ま
さ
に
彼
の
同
時
代
」
の
大
正
期
で
、
「
日
本
人
が
日
本
あ

る
い
は
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
熱
心
に
語
り
始
め
」
、
「
日
本
の
文
化
的
独

自
性
を
言
い
は
じ
め
た
時
期
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。
柄
谷
は
、
大
正
期
に

そ
う
し
た
議
論
が
な
さ
れ
た
の
も
「
日
露
戦
争
後
」
西
洋
列
強
下
の
「
軍

事
的
経
済
的
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
、
ま
た
、
自
ら
列
強
の
中
に
入
っ
た
と
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い
う
誇
り
」
に
由
来
す
る
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
大
正
期
の
知
識
人
、

文
化
人
が
日
本
の
文
化
的
独
自
性
を
言
い
始
め
た
の
は
《
欧
州
大
戦
》
期

（
＝
第
一
次
世
界
大
戦
、
一
九
一
四
〈
大
三
〉
年
七
月
二
八
日
に
勃
発
し
、
一
九
一
八
〈
大

七
〉
年
一
一
月
一
一
日
に
終
結
。
こ
こ
で
は
当
時
の
呼
称
を
用
い
る
）
で
あ
る
。
後

述
す
る
よ
う
に
、
哲
学
者
の
和
辻
哲
郎
を
は
じ
め
、
当
時
の
知
識
人
が
外

来
の
も
の
を
同
化
す
る
日
本
の
文
化
的
特
質
に
つ
い
て
論
じ
る
よ
う
に
な

る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
「
神
神
の
微
笑
」
と
欧
州
大
戦

期
の
日
本
文
化
論
と
の
関
わ
り
を
検
証
し
た
い
が
、
作
中
の
語
り
手
が
オ

ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
の
物
語
を
夢
想
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
も
合
わ
せ
て
考
え

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

「
神
神
の
微
笑
」
は
、
南
蛮
寺
の
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
の
物
語
と
そ
の
物

語
を
南
蛮
屏
風
か
ら
空
想
し
て
い
る
語
り
手
の
話
（
＝
小
説
の
最
後
の
付
記
）

で
構
成
さ
れ
、
二
重
構
造
の
小
説
に
な
っ
て
い
る
。
南
蛮
寺
の
オ
ル
ガ
ン

テ
ィ
ノ
の
物
語
自
体
、
語
り
手
＝
大
正
期
の
知
識
人
の
認
識
、
文
化
意
識

を
反
映
し
た
形
で
語
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
オ
ル
ガ
ン
テ

ィ
ノ
の
物
語
を
想
像
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
を

参
照
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
踏
ま
え
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
は
、

芥
川
が
参
照
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
も
視
野
に
入
れ
、
欧
州
大
戦
期
に
書

か
れ
た
日
本
文
化
論
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
で
、
オ
ル
ガ

ン
テ
ィ
ノ
の
物
語
が
南
蛮
屏
風
を
見
て
い
る
語
り
手
＝
大
正
期
の
知
識
人

の
視
点
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二

南
蛮
寺
と
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
の
造
型

「
神
神
の
微
笑
」
の
最
後
で
、
語
り
手
は
「
ア
ビ
ト
の
裾
を
引
い
た
、

鼻
の
高
い
紅
毛
人
」
が
「
一
双
の
屏
風
へ
帰
つ
て
行
つ
た
」
と
述
べ
て
お

り
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
の
物
語
自
体
「
南
蛮
船
入
津
の
図
」
の
古
屏
風
、

即
ち
〈
南
蛮
屏
風
〉
か
ら
語
り
手
が
空
想
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

一
六
・
一
七
世
紀
に
制
作
さ
れ
た
南
蛮
屏
風
に
南
蛮
寺
や
宣
教
師
達
の
姿

が
描
か
れ
て
い
て
も
、
類
型
的
な
そ
の
絵
柄
か
ら
人
物
の
特
定
を
す
る
の

は
難
し
く
、
史
実
上
の
人
物
た
る
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
を
描
い
た
と
さ
れ
る

も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
寧
ろ
語
り
手
の
関
心
が
南
蛮
寺
の
オ
ル
ガ

ン
テ
ィ
ノ
に
あ
っ
た
か
ら
、
屏
風
に
描
か
れ
た
南
蛮
寺
と
宣
教
師
に
そ
の

姿
を
重
ね
、
架
空
の
物
語
を
想
像
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
神
神
の
微
笑
」
以
外
に
も
、
南
蛮
寺
が
登
場
す
る
芥
川
作
品
は
「
煙

草
と
悪
魔
」（
「
新
思
潮
」
大
五
・
一
一
、
原
題
「
煙
草
」
）
や
「
悪
魔
」（
「
青
年
文

壇
」
大
七
・
六
）
、
「
る
し
へ
る
」（
「
雄
弁
」
大
七
・
一
一
）
、
「
お
し
の
」（
「
中
央

公
論
」
大
一
二
・
四
）
が
あ
る
。
「
悪
魔
」
に
は
「
古
写
本
の
伝
説
」
と
し
て

南
蛮
寺
門
前
に
現
れ
た
悪
魔
を
捕
ら
え
た
「
伴
天
連
う
る
が
ん
」
の
話
が

書
か
れ
て
い
る
が
、
同
じ
人
物
名
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
神
神
の

微
笑
」
で
は
、
前
作
と
は
別
人
の
様
な
ウ
ル
ガ
ン
こ
と
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ

の
宣
教
師
と
し
て
の
煩
悶
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
ま
ず
考
え
た
い
の
は
、
芥
川
は
ど
の
よ
う
な
キ
リ
シ
タ
ン
資
料

か
ら
こ
の
物
語
の
着
想
を
得
た
の
か
に
つ
い
て
で
あ
る

。
芥
川
は
、
大

(4)

正
三
年
一
〇
月
九
日
付
斉
藤
阿
具
（
一
高
時
代
の
歴
史
教
師
）
宛
書
翰
に
お

い
て
「
日
本
西
教
史
内
政
外
教
衝
突
史
山
口
公
教
会
史
其
他
吉
利
支
丹
夜

話
南
蛮
寺
興
廃
記
以
下
の
随
筆
以
外
に
天
主
教
渡
来
の
事
を
記
せ
る
も

の
」
に
つ
い
て
教
示
を
願
う
旨
を
記
し
て
い
る
。
書
翰
に
列
挙
さ
れ
た
資
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料
の
う
ち
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
も
の
は
、
ジ
ア
ン
・

ク
ラ
セ
／
太
政
官
飜
譯
係
訳
述
『
日
本
西
教
史
』
上
・
下
巻
（
明
一
一
・
六

～
明
一
三
・
一
二
、
原
著
一
六
八
九
年)

と
渡
辺
修
二
郎
『
内
政
外
教
衝
突
史
』

(5)

（
民
友
社
、
明
二
九
・
八
）
、
『
南
蛮
寺
興
廃
記
』（
編
著
者
、
成
立
年
月
未
詳
）
で

あ
る
。
た
だ
し
、
『
日
本
西
教
史
』
で
は
「
オ
ル
ガ
ン
タ
ン
」
、
『
内
政
外

教
衝
突
史
』
や
『
南
蛮
寺
興
廃
記
』
で
は
「
ウ
ル
ガ
ン
・
バ
テ
レ
ン
」「
ウ

ル
カ
ン
」（
「
ウ
ル
ガ
ン
」
）
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
「
神
神
の
微
笑
」
に
出
て

く
る
「
南
蛮
寺
の
ウ
ル
ガ
ン
伴
天
連
」
の
呼
称
は
後
の
二
著
に
見
ら
れ
る

が
、
そ
れ
よ
り
も
新
村
出
の
「
京
都
南
蛮
寺
興
廃
考
」（「
史
林
」
大
七
・
七
、

『
南
蛮
広
記
』
岩
波
書
店
、
大
一
四
・
九

収
録
）

に
「
オ
ル
ガ
ン
チ
ー
ノ
」
と

(6)

表
記
さ
れ
て
い
る
の
に
近
似
し
て
い
る

。
そ
の
こ
と
か
ら
も
、
キ
リ
シ

(7)

タ
ン
資
料
や
南
蛮
文
化
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
た
新
村
の
著
作
を
参
照
し

た
可
能
性
が
高
い
。

新
村
の
「
京
都
南
蛮
寺
興
廃
考
」
は
、
京
都
南
蛮
寺
建
立
の
経
緯
や
そ

の
興
廃
の
歴
史
に
つ
い
て
『
南
蛮
寺
興
廃
記
』
や
『
日
本
西
教
史
』
、
そ

の
他
の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
同

論
文
に
よ
れ
ば
、
「
南
蛮
寺
」
の
呼
称
は
「
一
般
に
吉
利
支
丹
寺
院
の
意

味
で
も
用
ゐ
ら
れ
て
を
る
が
、
主
と
し
て
信
長
の
保
護
に
よ
つ
て
建
立
さ

れ
秀
吉
の
禁
教
の
結
果
破
壊
さ
れ
た
京
都
の
吉
利
支
丹
大
寺
院
の
特
称
」

で
、
信
者
ら
は
宣
教
師
の
定
め
た
洋
名
の
寺
号
を
用
い
た
が
、
一
般
世
間

に
は
伝
わ
ら
ず
、
教
会
堂
を
日
本
の
寺
と
同
様
に
見
立
て
て
い
た
。
そ
の

京
都
南
蛮
寺
の
興
廃
の
歴
史
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
師
父

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
信
長
の
保
護
を
受
け
て
建
立
し
た
寺
が
戦
乱
に
よ

り
廃
頽
し
た
た
め
、「
オ
ル
ガ
ン
チ
ー
ノ
・
ニ
エ
ッ
キ
（O

rgantino
G
necchi

）

が
元
亀
二
年
に
当
る
一
五
七
一
年
に
初
入
洛
し
て
先
住
の
ル
イ
ス
・
フ
ロ

イ
ス
を
輔
け
て
布
教
に
努
め
」
、
「
旧
き
建
物
に
代
る
べ
き
新
寺
の
建
立
に

尽
瘁
し
、
遂
に
一
五
七
六
年
八
月
十
五
日
、
即
ち
天
正
四
年
七
月
十
一
日

を
以
て
落
成
奉
献
の
式
を
挙
げ
る
に
至
つ
た
」
。
「
天
正
五
年
に
於
て
オ
ル

ガ
ン
チ
ー
ノ
の
教
下
に
あ
る
南
蛮
寺
全
盛
の
模
様
は
ク
ラ
ッ
セ
の
『
日
本

西
教
史
』
等
に
も
見
え
る
如
く
で
」
、
「
爾
来
信
長
の
保
護
の
下
に
あ
つ
た

京
畿
地
方
の
基
督
教
は
、
そ
の
最
盛
期
」
に
あ
っ
た
が
、
「
天
正
一
〇
年

六
月
の
本
能
寺
事
変
の
際
に
は
、
京
都
の
南
蛮
寺
は
幸
に
余
災
を
受
け
ず

に
済
ん
だ
が
、
安
土
の
修
行
所
は
寺
院
と
共
に
全
滅
し
、
彼
所
の
生
徒
ど

も
は
高
槻
、
京
都
、
引
き
つ
ゞ
い
て
は
大
阪
に
移
さ
れ
た
」
。
秀
吉
の
時

代
に
「
基
督
教
の
反
映
も
一
時
大
阪
に
移
つ
た
」
が
、
天
正
一
五
年
六
月

に
秀
吉
は
「
「
禁
教
令
」
を
発
し
て
宣
教
師
の
日
本
退
去
を
命
じ
」
、
「
天

正
一
六
年
（
一
五
八
八
年
）
の
初
頃
に
京
都
南
蛮
寺
は
破
壊
さ
れ
た
」（
「
京

都
南
蛮
寺
興
廃
考
」）
。

こ
う
し
た
南
蛮
寺
の
歴
史
的
経
緯
は
『
南
蛮
寺
興
廃
記
』
や
『
日
本
西

教
史
』
等
に
も
断
片
的
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
神
神
の
微
笑
」
で
は
南

蛮
寺
の
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
が
見
た
幻
覚
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
だ
け
で
、
信

長
や
秀
吉
と
の
関
係
な
ど
政
治
的
、
歴
史
的
背
景
は
省
か
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
南
蛮
屏
風
か
ら
想
起
さ
れ
た
架
空
の
物
語
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る

か
ら
だ
が
、
わ
ず
か
に
史
実
的
事
柄
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
箇
所
が
「
君
は
今
君
の
仲
間
と
、
日
本
の
海
辺
を
歩
き
な
が
ら
、
金

泥
の
霞
に
旗
を
挙
げ
た
、
大
き
い
南
蛮
船
を
眺
め
て
ゐ
る
」
と
い
う
く
だ

り
で
あ
る
。
そ
の
海
辺
の
光
景
は
南
蛮
屏
風
の
「
南
蛮
船
入
津
の
図
」
に

由
来
す
る
も
の
だ
が
、
『
南
蛮
寺
興
廃
記
』
の
次
の
記
述
に
依
拠
し
た
も
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の
と
考
え
ら
れ
る
。

山
門
奏
状
の
趣
、
信
長
へ
命
ぜ
ら
る
。
信
長
不
快
な
り
と
雖
も
、
勅

令
に
准
ひ
、
永
祿
寺
を
改
め
て
南
蛮
寺
と
号
す
。（
略
）
又
ウ
ル
カ
ン

一
人
に
て
は
、
弘
法
力
に
叶
ふ
べ
か
ら
ず
。
本
国
よ
り
数
人
召
呼
ぶ

べ
し
と
命
ぜ
ら
る
。
ウ
ル
カ
ン
悦
ん
で
本
国
へ
申
し
送
る
。（
略
）
斯

く
て
ウ
ル
カ
ン
が
本
国
よ
り
渡
来
す
る
者
、
浮
羅
天
破
天
連
、

フ

ラ

テ

ン

バ

テ

レ

ン

計
理
故
離
イ
ル
マ
ン
、
彌
理
居
洲
イ
ル
マ
ン
と
い
ふ
。（
略
）
是
等
が

ヘ

リ

コ

ル

ヤ

リ

ヰ

ス

乗
る
所
の
南
蛮
船
、
若
州
小
濱
に
著
船
す
。
信
長
兼
て
、
再
度
南
蛮

人
渡
来
の
時
、
龍
造
寺
が
思
慮
計
り
難
く
、
ウ
ル
カ
ン
に
命
じ
て
小

濱
へ
入
津
せ
し
む
る
な
る
べ
し
。
南
人
共
、
若
州
海
津
へ
至
り
、
船

を
湖
上
に
浮
め
て
、
大
津
に
至
り
、
京
都
南
蛮
寺
に
入
り
て
、
ウ
ル

カ
ン
に
謁
し
、
信
長
へ
注
進
す

（
傍
線
は
引
用
者
、
以
下
同
様
）
。

(8)

引
用
箇
所
で
は
、
南
蛮
寺
の
由
来
と
と
も
に
信
長
の
命
に
よ
り
ウ
ル
ガ
ン

（
＝
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
）
が
本
国
か
ら
仲
間
の
宣
教
師
ら
を
呼
び
よ
せ
、
小

濱
に
彼
等
を
乗
せ
た
南
蛮
船
が
入
津
し
た
経
緯
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の

『
南
蛮
寺
興
廃
記
』
は
一
八
世
紀
中
葉
、
江
戸
中
期
ご
ろ
成
立
し
た
と
推

定
さ
れ
る
排
耶
書
（
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
の
排
撃
を
意
図
し
た
著
述
）
で
あ
り
、「
江

戸
時
代
の
み
な
ら
ず
明
治
に
至
る
ま
で
排
耶
論
の
一
根
拠
を
な
し
た
」「
実

録
的
排
耶
御
用
小
説
の
代
表
的
な
も
の
」
と
さ
れ
る
（
海
老
沢
有
道
訳
『
南

蛮
寺
興
廃
記
・
邪
教
大
意
・
妙
貞
問
答
・
破
提
宇
子
』
平
凡
社
、
昭
三
九
・
三
「
解
説
」）
。

年
代
や
史
実
の
誤
謬
、
作
為
さ
れ
た
所
も
多
く
実
録
風
の
小
説
と
言
え
る

も
の
だ
が
、
布
教
の
た
め
渡
来
し
た
ウ
ル
ガ
ン
の
記
述
か
ら
始
ま
り
、
織

田
信
長
の
庇
護
に
よ
る
南
蛮
寺
造
立
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
伴
天
連
追
放
と

南
蛮
寺
破
却
、
寛
永
一
五
年

（
一
六
三
八
）
年
の
島
原
落
城
ま
で
が
記
さ

れ
て
い
る
。
前
の
引
用
の
よ
う
に
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
が
仲
間
の
宣
教
師
を

呼
び
寄
せ
た
の
は
、
南
蛮
寺
建
立
後
の
天
正
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
、

南
蛮
寺
が
最
盛
期
に
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
神
神
の
微

笑
」
で
も
、
南
蛮
寺
全
盛
の
頃
の
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
を
想
定
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

「
南
蛮
寺
の
ウ
ル
ガ
ン
伴
天
連
」
の
物
語
を
創
作
す
る
に
あ
た
り
、
芥

川
が
『
南
蛮
寺
興
廃
記
』
か
ら
着
想
を
得
た
所
は
少
な
く
な
い

。
『
南

(9)

蛮
寺
興
廃
記
』
冒
頭
で
は
、
ウ
ル
ガ
ン
の
乗
っ
た
南
蛮
船
が
長
崎
の
港
に

入
港
し
た
際
の
様
子
と
彼
の
風
貌
が
記
さ
れ
て
お
り
、
「
長
崎
の
津
に
、

南
蛮
船
一
艘
著
岸
せ
り
。
此
船
に
異
相
の
者
一
人
入
り
来
る
。
其
人
長
九

尺
余
、
胴
よ
り
頭
小
く
、
面
赤
く
眼
丸
く
目
鼻
高
く
、（
略
）
其
年
齢
五
十

計
に
見
え
た
り
。
名
は
ウ
ル
カ
ン
破
天
連
と
い
ふ
。
」
と
あ
る
。
「
神
神
の

微
笑
」
で
は
、
「
悠
々
と
ア
ビ
ト
の
裾
を
引
い
た
、
鼻
の
高
い
紅
毛
人
」

と
書
か
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
が
仲
間
の
宣
教
師
と
南

蛮
船
の
入
港
を
眺
め
て
い
る
姿
自
体
、
『
南
蛮
寺
興
廃
記
』
に
記
さ
れ
た

ウ
ル
ガ
ン
渡
来
時
の
南
蛮
船
入
港
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
重
な
り
、
作
中
に
「
ウ

ル
ガ
ン
伴
天
連
」（
破
天
連
）
の
呼
称
も
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
同
書
の
記

述
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

史
実
上
の
人
物
た
る
イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
は
、
キ
リ

ス
ト
教
迫
害
期
も
日
本
に
留
ま
り
、
他
の
宣
教
師
の
よ
う
に
国
外
追
放
や

殉
教
者
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が

、
布
教
の
頓
挫
と
と
も
に
南
蛮
寺

(10)

の
破
壊
と
宣
教
師
や
信
者
ら
の
悲
劇
的
末
路
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
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わ
ば
前
近
代
の
日
本
で
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
盛
衰
と
南
蛮
寺
の
興
廃
を
目

の
当
た
り
し
た
宣
教
師
が
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
だ
っ
た
の
だ
が
、
「
神
神
の

微
笑
」
に
登
場
す
る
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
は
、
南
蛮
寺
の
全
盛
期
に
あ
っ
て

「
懐
郷
の
悲
し
み
」
と
「
何
の
理
由
も
な
い
憂
鬱
の
底
」
に
沈
み
、
「
こ

の
国
の
霊
」
の
「
不
思
議
な
力
」
と
の
戦
い
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
こ

う
し
た
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
の
人
物
像
は
語
り
手
の
想
像
に
よ
り
作
り
だ
さ

れ
た
も
の
で
、史
実
上
の
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。

一
五
七
七
（
天
正
五
）
年
一
〇
月
一
五
日
付
の
京
都
か
ら
発
信
さ
れ
た

オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
翰
に
は
「
私
た
ち
が
大
勢
の

宣
教
師
を
も
つ
な
ら
ば
、
十
年
以
内
に
日
本
人
は
（
挙
げ
て
）
キ
リ
ス
ト

教
徒
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
、
「
当
地
で
は
、
憂
鬱
な
構
想
や
、
架
空
の
執
着

や
、
予
言
や
奇
跡
に
耽
る
僭
越
な
精
神
は
、
こ
と
に
不
要
」
だ
と
書
い
て

お
り
、
「
全
世
界
で
、
こ
れ
ほ
ど
天
賦
の
才
能
を
も
つ
国
民
は
い
な
い
」

と
日
本
人
に
好
意
的
態
度
を
示
し
て
い
た
（
「
西
洋
人
の
見
た
日
本
と
日
本
人

―
ガ
ブ
ラ
ル
と
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
書
翰
よ
り
」
、
松
田
毅
一
編
『
探
訪
大
航
海
時

代
の
日
本
３

キ
リ
シ
タ
ン
の
悲
劇
』
小
学
館
、
昭
五
三
・
一
〇
）
。
寧
ろ
「
日
本
人

の
長
所
を
あ
ま
り
に
も
強
調
し
評
価
し
て
楽
観
的
で
あ
り
す
ぎ
た
」（
松
田

前
出
）
所
も
あ
る
の
だ
が
、「
神
神
の
微
笑
」
の
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
が
「
こ

の
国
か
ら
、
一
日
も
早
く
逃
れ
た
い
気
が
」
し
て
「
憂
鬱
の
底
」
に
沈
む

の
と
は
対
照
的
で
、
芥
川
の
造
型
し
た
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
は
余
り
に
も
感

傷
的
、
神
経
質
に
な
っ
て
い
る
。

作
中
で
は
日
本
の
霊
（
「
古
い
神
」
）
の
「
造
り
変
へ
る
力
」
、
外
来
の
も

の
を
日
本
化
す
る
同
化
力
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
神
々
に
象
徴
さ

れ
る
日
本
の
精
神
風
土
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
戦
い
が
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
の

幻
覚
を
通
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
史
実
の
上
で
は
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
の
布

教
は
頓
挫
す
る
も
の
の
、
作
中
の
語
り
手
は
「
泥
烏
須
が
勝
つ
か
、
大
日

靈
貴
が
勝
つ
か

―
そ
れ
は
ま
だ
現
在
で
も
、
容
易
に
断
定
は
出
来
な
い

か
も
知
れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
勝
敗
が
保
留
に
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
注
意
し
た
い
。
初
出
稿
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
敗
北
を
暗
示
す
る
か

の
よ
う
に
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
の
見
た
幻
覚
と
し
て
、
「
耶
蘇
」
の
顔
が

「
美
し
い
女
」
＝
「
大
日
靈
貴
」
に
変
わ
る
所
も
描
か
れ
て
い
た
。
そ
の

場
面
は
『
春
服
』（
春
陽
堂
、
大
一
二
・
五
）
に
収
録
す
る
際
削
除
さ
れ
、
作

中
の
語
り
手
自
身
「
作
り
変
へ
る
力
」
を
肯
定
し
た
の
か
、
否
定
し
た
の

か
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
着
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
「
作
り
変

へ
る
力
」
の
一
例
と
し
て
漢
字
の
訓
読
化
の
問
題
が
語
ら
れ
て
お
り
、
そ

こ
に
和
辻
哲
郎
の
日
本
文
化
論
の
感
化
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

三

和
辻
哲
郎
の
日
本
文
化
論
と
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
神
道
観

「
神
神
の
微
笑
」
で
は
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
の
見
た
幻
覚
に
「
こ
の
国

の
霊
の
一
人
」
と
称
す
る
老
人
が
現
れ
、
次
の
よ
う
に
語
る
所
が
あ
る
。

文
字
は
我
我
を
征
服
す
る
代
り
に
、我
我
の
為
に
征
服
さ
れ
ま
し
た
。

（
略
）
人
麻
呂
は
あ
の
歌
を
記
す
為
に
、
支
那
の
文
字
を
使
ひ
ま
し

た
。
が
、
そ
れ
は
意
味
の
為
よ
り
、
発
音
の
為
の
文
字
だ
つ
た
の
で

す
。
舟
と
云
ふ
文
字
が
は
ひ
つ
た
後
も
、「
ふ
ね
」
は
常
に
「
ふ
ね
」

だ
つ
た
の
で
す
。
さ
も
な
け
れ
ば
我
我
の
言
葉
は
、
支
那
語
に
な
つ

て
ゐ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
勿
論
人
麻
呂
よ
り
も
、
人
麻
呂
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の
心
を
守
つ
て
ゐ
た
、
我
我
こ
の
国
の
神
の
力
で
す
。（
略
）
し
か
し

我
我
が
勝
つ
た
の
は
、
文
字
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
我
の
息

吹
は
潮
風
の
や
う
に
、
老
儒
の
道
さ
へ
も
和
げ
ま
し
た
。

老
人
が
「
泥
烏
須
の
や
う
に
こ
の
国
に
来
て
も
、
勝
つ
も
の
は
な
」
く
、

「
天
主
教
は
い
く
ら
弘
ま
つ
て
も
、
必
勝
つ
と
は
云
は
れ
」
ぬ
理
由
と
し

て
、
日
本
の
古
い
神
々
の
「
造
り
変
へ
る
力
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
所

だ
が
、
「
支
那
」
か
ら
入
っ
た
文
字
、
漢
字
を
訓
読
し
日
本
化
し
た
の
も

「
こ
の
国
の
神
の
力
」
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
漢
字
の
日
本
化
、

訓
読
の
問
題
と
絡
め
て
日
本
の
文
化
的
特
質
を
論
じ
た
和
辻
哲
郎
の
言
説

に
感
化
を
受
け
て
書
か
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

和
辻
は
漢
字
の
日
本
化
に
つ
い
て
「
日
本
文
化
に
就
て
（
「
偶
像
禮
讃
」

序
論
）
」（
「
思
潮
」
大
六
・
五
）
や
「
古
代
日
本
人
の
混
血
状
態
」（
「
思
潮
」
大

六
・
六
）
等
で
言
及
し
て
お
り
、
特
に
「
古
代
日
本
人
の
混
血
状
態
」
で

は
、
具
体
的
な
漢
字
を
示
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

古
事
記
を
見
る
と
、
こ
の
書
の
製
作
の
遅
れ
た
の
も
無
理
は
な
い
と

思
ふ
。
こ
の
書
に
は
既
に
漢
字
と
日
本
語
と
の
調
和
が
実
現
さ
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
最
も
著
し
い
証
拠
と
し
て
は
、
漢
字
の
訓
読

を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
我
々
の
祖
先
は
、
全
然
音
を
写
す
た
め

に
漢
字
を
用
ふ
る
か
、
或
は
漢
文
を
原
形
の
ま
ゝ
に
用
ゐ
る
か
、
と

い
ふ
二
つ
の
道
の
間
か
ら
、
漢
字
を
日
本
語
で
読
み
、
漢
文
を
日
本

風
に
反
つ
て
読
む
、
と
い
ふ
新
ら
し
い
方
法
を
見
出
し
た
。
山
を
ヤ

マ
と
読
み
、
川
を
カ
ワ
と
読
む
の
は
、
我
々
に
と
つ
て
は
何
で
も
な

く
な
つ
て
ゐ
る
が
、
最
初
は
象
形
文
字
の
日
本
化
と
し
て
、
か
な
り

の
努
力
を
要
し
た
に
相
違
な
い
。（
略
）
日
本
字
日
本
文
が
出
来
た
と

殆
ど
同
様
で
あ
る
。

―
こ
の
同
化
は
永
い
間
に
知
識
階
級
全
体
の

意
識
が
徐
々
に
築
き
上
げ
た
も
の
で
あ
ら
う
（
「
思
潮
」
前
出
）
。

挙
げ
て
い
る
漢
字
は
異
な
る
も
の
の
、
和
辻
は
、
象
形
文
字
の
漢
字
を
訓

読
す
る
形
で
消
化
し
、
「
日
本
化
」
す
る
所
に
日
本
文
化
の
独
自
性
が
見

ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
芥
川
は
、
大
正
六
年
五
月
創
刊
の
「
思

潮
」
を
読
ん
で
お
り

、
次
号
に
掲
載
さ
れ
た
こ
の
文
化
論
も
目
を
通
し

(11)

て
い
た
に
違
い
な
い
。
和
辻
は
「
日
本
文
化
に
就
て
」
で
も
、
「
我
々
の

祖
先
は
仏
教
の
刺
激
に
よ
つ
て
」
文
字
を
受
容
し
「
自
国
の
文
章
を
造
り

出
し
得
」
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
た
。

ま
こ
と
に
我
々
の
祖
先
の
霊
肉
合
致
の
生
活
は
、
抵
抗
し
が
た
い
誘

惑
で
あ
る
。（
略
）
祖
先
崇
拝
、
血
統
の
重
視
、
生
殖
の
尊
重
、
現
世

的
な
生
の
歓
び
、
自
然
的
な
人
間
性
質
の
強
調
、

―
一
言
に
云
へ

ば
自
然
兒
の
生
活
、

―
そ
れ
は
ま
た
古
代
日
本
人
に
も
著
し
い
。

（
略
）
し
か
る
に
仏
教
の
文
化
は
古
代
日
本
を
全
然
自
分
の
内
に
抱

き
入
れ
て
し
ま
つ
た
。（
略
）
そ
こ
で
在
来
の
肉
の
勝
つ
た
生
活
は
、

霊
肉
合
致
の
方
へ
引
き
寄
せ
ら
れ
て
、
新
ら
し
い
衣
の
内
に
再
び
活

発
に
栄
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
は
確
か
に
、
未
だ
分
裂
を
経
験

し
な
い
統
一
で
あ
る
。（
略
）
し
か
し
そ
の
代
り
原
始
的
な
力
強
さ
に

於
て
は
実
に
目
覚
し
い
も
の
が
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
こ
に
（
私
の
考

で
は
）
著
し
く
日
本
的
な
も
の
が
ひ
そ
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。（
略
）
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我
々
の
祖
先
は
、
先
ず
、
生
の
歓
び
に
傾
い
た
自
己
特
質
を
強
め
る

所
の
特
殊
の
部
分
に
の
み
共
鳴
を
感
じ
た
。
さ
う
し
て
そ
れ
を
そ
の

生
活
の
内
に
力
強
く
生
か
せ
た
。（
略
）
こ
の
特
徴
は
こ
の
後
の
諸
種

の
文
化
に
、
形
を
変
へ
程
度
を
異
に
し
て
必
ず
現
は
れ
て
ゐ
る
。
こ

ゝ
に
欧
州
文
化
と
は
様
式
を
異
に
し
た
一
つ
の
開
展
の
仕
方
が
認
め

ら
れ
る
様
に
思
ふ
。（
「
思
潮
」
前
出
）

和
辻
は
、
「
印
度
支
那
文
化
の
所
産
」
と
し
て
渡
来
し
た
仏
教
が
、
祖
先

の
「
自
然
兒
の
生
活
」
、
「
霊
肉
合
致
の
生
活
」
と
結
び
つ
い
た
点
に
着
目

し
、
そ
こ
に
欧
州
文
化
と
様
式
を
異
に
し
、
印
度
や
支
那
、
欧
州
と
も
異

な
る
「
日
本
的
な
も
の
」
＝
日
本
の
文
化
的
特
質
が
潜
在
し
て
い
る
と
す

る
。
こ
の
論
文
で
は
、
仏
教
文
化
が
古
代
日
本
を
自
分
の
内
に
抱
き
入
れ

た
と
す
る
が
、
そ
れ
は
祖
先
の
「
生
の
歓
び
に
傾
い
た
自
己
特
質
を
強
め

る
所
の
特
殊
の
部
分
に
の
み
共
鳴
を
感
じ
」
て
統
一
さ
れ
た
も
の
で
、
逆

に
言
え
ば
、
仏
教
が
祖
先
の
生
活
に
「
力
強
く
生
か
」
さ
れ
る
よ
う
「
形

を
変
へ
」
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
日
本
文
化
論
が
発
表
さ

れ
た
の
は
芥
川
と
和
辻
の
親
交
が
深
か
っ
た
時
期
で

、
和
辻
の
言
説
に

(12)

影
響
を
受
け
て
芥
川
は
「
支
那
の
文
字
」
も
日
本
化
す
る
神
々
の
「
造
り

変
へ
る
力
」
を
問
題
に
し
た
の
だ
と
考
え
る
。

た
だ
し
、
注
意
し
た
い
の
は
、
和
辻
の
日
本
文
化
論
で
は
仏
教
受
容
の

影
響
を
重
視
し
て
漢
字
の
日
本
化
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
和

辻
も
「
仏
教
渡
来
前
の
神
々
」（
「
思
潮
」
大
六
・
八
）
や
「
仏
教
渡
来
前
の

わ
が
国
民
道
徳
」（
「
思
潮
」
大
六
・
九
）
な
ど
、
記
紀
に
見
ら
れ
る
神
々
の

物
語
、
伝
承
を
取
り
上
げ
、
仏
教
渡
来
前
の
日
本
の
古
い
神
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
る
が
、
漢
字
の
受
容
に
関
し
て
、
「
文
字
を
使
は
う
と
す
る
欲

求
」
は
「
我
々
の
祖
先
」
に
お
い
て
論
語
や
千
字
文
が
渡
来
し
た
時
も
強

く
起
こ
ら
ず
、
「
仏
教
の
刺
激
」
に
よ
り
「
文
字
な
き
国
民
が
文
字
を
有

す
る
至
」
っ
た
（
「
日
本
の
文
化
に
就
て
」
）
と
解
し
て
い
る
。
仏
教
の
影
響

に
力
点
を
置
く
和
辻
の
文
化
論
に
対
し
、
「
神
神
の
微
笑
」
で
は
、
文
字

の
日
本
化
も
柿
本
「
人
麻
呂
の
心
を
守
つ
て
ゐ
た
」「
こ
の
国
の
神
の
力
」

の
作
用
に
よ
る
も
の
と
し
、
神
々
の
「
造
り
変
へ
る
力
」
に
焦
点
を
当
て

た
点
で
和
辻
の
文
化
論
と
も
相
違
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
芥
川
の
関
心
は
小
説
の
題
材
と
し
て
西
洋
の
神
と
日
本
の

神
の
相
克
を
描
く
こ
と
に
あ
り
、
大
正
六
年
五
月
七
日
松
岡
譲
宛
書
翰
で

も
「
僕
は
三
部
作
を
計
画
中
だ

始
は
奈
良
朝

中
途
は
戦
国
時
代
の
末
、

お
し
ま
ひ
は
維
新
前
後
だ

中
心
は
外
国
の
神
と
日
本
の
神
と
の
克
服
し

あ
ひ
に
あ
る
」
と
書
い
て
い
た
。
そ
の
モ
チ
ー
フ
が
「
神
神
の
微
笑
」
に

繋
が
る
の
だ
が
、
日
本
の
神
を
問
題
に
し
た
の
は
、
芥
川
自
身
ラ
フ
カ
デ

ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
日
本
観
に
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
関
係
す
る
。

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
神
神
の
微
笑
」
に
は
『
知
ら
れ
ぬ

日
本
の
面
影
』（
以
下
『
日
本
の
面
影
』
と
略
記
、
原
著
はG

lim
pses

of
U
nfam

iliar

Japan,1894

）
の
影
響
が
見
ら
れ
、
特
に
終
り
の
二
章
「
日
本
人
の
微
笑
」

と
「
さ
よ
う
な
ら
」
を
念
頭
に
お
い
て
書
い
て
い
る
（
井
上
洋
子
「
「
神
神
の

微
笑
」
の
主
題
と
方
法

―
ハ
ー
ン
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
作
品
と
の
か
か
わ
り
か
ら
」
、「
語

文
研
究
」
平
六
・
一
二
）
。
芥
川
が
「
外
国
の
神
と
日
本
の
神
と
の
克
服
し
あ

ひ
」
を
小
説
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
考
え
た
の
も
、『
日
本
の
面
影
』「
第
八

章

杵
築

―
日
本
最
古
の
社
殿
」
で
、
日
本
人
の
信
仰
、
神
道
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
よ
う
。
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神
道
は
西
洋
の
科
学
に
対
し
て
歓
迎
の
手
を
拡
げ
る
が
、
西
洋
の
宗

教
に
対
し
て
は
不
可
抗
の
敵
と
な
つ
て
ゐ
る
。
で
、
こ
れ
と
戦
は
ん

と
欲
す
る
外
国
の
熱
狂
者
輩
は
、
恰
も
磁
力
の
如
く
説
明
し
難
く
、

空
気
の
如
く
に
損
傷
さ
れ
ざ
る
一
種
の
力
が
、
彼
等
の
必
死
の
努
力

を
も
打
ち
負
か
す
の
を
見
て
驚
い
て
ゐ
る
。（
略
）
神
道
は
或
る
人
々

に
取
つ
て
は
単
に
祖
先
崇
拝
の
や
う
に
見
え
、
他
の
人
々
に
は
自
然

崇
拝
が
加
つ
た
も
の
と
見
え
、
ま
た
他
の
人
々
に
は
全
然
宗
教
と
は

見
え
な
い
し
、
宣
教
師
の
中
の
無
智
頑
迷
の
輩
に
は
、
極
め
て
劣
等

な
る
異
教
の
形
式
と
映
ず
る
の
で
あ
る
。（
略
）
国
民
の
あ
ら
ゆ
る
動

機
、
能
力
、
直
観
を
含
め
る
全
部
の
魂
、
即
ち
偉
大
な
る
霊
力
が
潜

在
し
て
慄
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
（『
小
泉
八
雲
全
集
』
第
三
巻
、
第
一
書
房
、

大
一
五
・
八

）
。

(13)

自
然
崇
拝
や
祖
先
崇
拝
と
い
っ
た
日
本
人
の
信
仰
感
情
、
即
ち
神
道
は
、

西
洋
の
宗
教
、
キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
「
不
可
抗
の
敵
」
で
、
ハ
ー
ン
は

「
こ
れ
と
戦
は
ん
と
欲
す
る
外
国
の
熱
狂
者
輩
」
＝
宣
教
師
ら
の
必
死
の

努
力
も
打
ち
負
か
す
「
一
種
の
力
」
＝
「
霊
力
」
が
潜
在
し
て
い
る
と
見

て
い
た
。
「
神
神
の
微
笑
」
で
は
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
が
「
こ
の
国
の
山

川
に
潜
ん
で
ゐ
る
力
」
＝
「
人
間
に
見
え
な
い
霊
」
と
戦
お
う
と
し
て
煩

悶
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
設
定
自
体
ハ
ー
ン
の
神
道
観
に
由
来
す
る
。

ハ
ー
ン
は
「
日
本
の
知
的
土
壌
」
と
し
て
「
神
道
は
、
こ
の
人
種
の
精

神
同
様
折
衷
的
で
」
「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
外
国
思
想
を
我
が
物
に
し
て
同

化
し
た
」（
『
日
本
の
面
影
』
「
第
一
七
章

家
の
内
の
宮
」
）
と
認
識
し
て
い
た
。

け
れ
ど
も
、
神
道
と
キ
リ
ス
ト
教
は
あ
く
ま
で
敵
対
関
係
に
あ
り
キ
リ
ス

ト
教
は
同
化
し
な
い
宗
教
と
考
え
て
い
た
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
対
す
る

憧
憬
を
近
代
以
前
の
日
本
に
投
影
し
て
い
た
ハ
ー
ン
は
、
「
日
本
の
国
体

や
美
風
を
破
壊
す
る
と
云
ふ
」
考
え
か
ら
「
キ
リ
ス
ト
教
を
憎
ん
だ
」（
田

部
隆
次
『
小
泉
八
雲
』
北
星
堂
書
店
、
昭
二
五
・
六
）
。
そ
れ
に
対
し
「
神
神
の
微

笑
」
で
は
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
の
幻
覚
に
現
れ
る
老
人
に
よ
っ
て
キ
リ
ス

ト
教
の
日
本
化
が
ほ
の
め
か
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
小
説
は
、
旧
日
本
に
こ

だ
わ
り
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
に
否
定
的
だ
っ
た
ハ
ー
ン
の
見
方
を
相
対
化

す
る
視
点
に
立
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。

芥
川
は
「
松
江
印
象
記
」（
「
松
陽
新
報
」
大
四
・
八
）
で
も
、
千
鳥
城
の
「
天

主
閣
」
に
つ
い
て
「
天
主
教
の
渡
来
と
共
に
、
は
る
ば
る
南
蛮
か
ら
輸
入

さ
れ
た
西
洋
築
城
術
の
産
物
で
あ
る
が
、
自
分
達
の
祖
先
の
驚
く
可
き
同

化
力
は
、
殆
何
人
も
こ
れ
に
対
し
て
エ
キ
ゾ
テ
イ
ツ
ク
な
興
味
を
感
じ
得

な
い
迄
に
、
其
屋
根
と
壁
と
を
悉
日
本
化
し
去
つ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、

キ
リ
ス
ト
教
文
化
を
作
り
変
え
る
日
本
の
同
化
力
に
つ
い
て
記
し
て
い

た
。「
天
守
閣
」
が
「
天
主
」
教
に
由
来
す
る
説
は
、
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
『
日
本
事
物
誌
』（
原
著T

hings
Japanese,1890

）
に
書
か
れ
て

お
り
、
同
書
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る

。
ハ
ー
ン
の
友
人
で
も
あ
る
チ

(14)

ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
同
書
で
「
『
見
知
ら
ぬ
日
本
の
面
影
』
は
日
本
を
讃
美

し
た
」
が
、「
昔
の
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
汚
れ
を
知
ら
ぬ
純
粋
の
日
本
」

は
「
彼
の
空
想
の
中
以
外
に
は
存
在
す
る
は
ず
も
な
」
く
、
「
彼
の
一
生

は
夢
の
連
続
で
、
そ
れ
が
悪
夢
に
終
っ
た
」（
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
」
）

と
批
判
的
に
述
べ
て
い
た

。
(15)

こ
う
し
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
ハ
ー
ン
評
も
念
頭
に
あ
っ
て
、
芥
川
は
ハ
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ー
ン
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
そ
の
日
本
観
を
相
対
化
す
る
視
点
を
持
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
日
本
の
知
識
人
の
間
で
も
キ
リ
ス
ト
教
の
同
化

の
問
題
は
議
論
と
し
て
出
て
き
て
い
た
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
筧
克
彦
は

『
続
古
神
道
大
義

皇
国
之
根
柢
萬
邦
之
精
華

上
卷
』（
清
水
書
院
、
大
四
・

四
）
で
、
古
神
道
は
「
西
洋
の
文
明
を
遺
憾
な
く
包
容
し
、
キ
リ
ス
ト
教

が
入
つ
て
来
れ
ば
之
を
同
化
し
て
使
用
す
る
」
と
述
べ
て
い
た
し

、｢

万

(16)

朝
報｣

の
記
者
で
評
論
家
の
茅
原
華
山
は
「
新
日
本
主
義
の
勃
興
（
世
界

の
大
破
壊
）
」（
「
中
央
公
論
」
大
正
新
気
運
号

大
四
・
七
）
で
、
「
日
本
人
は
基

督
教
を
西
洋
の
形
式
に
以
て
し
て
は
決
し
て
取
ら
な
い
、（
略
）
融
け
た
基

督
教
を
取
る
、
融
か
し
て
取
つ
て
固
め
て
取
ら
な
い
、
故
に
基
督
教
も
日

本
人
に
あ
つ
て
は
御
膳
の
上
の
一
皿
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い

た
。
和
辻
の
日
本
文
化
論
は
、
こ
う
し
た
論
調
、
伝
統
主
義
的
な
文
化
論

に
対
す
る
形
で
書
か
れ
て
い
る
の
だ
が
（
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
、
「
神

神
の
微
笑
」
は
同
時
代
の
日
本
文
化
論
を
意
識
し
な
が
ら
、
ハ
ー
ン
の
古

い
日
本
観
も
相
対
化
す
る
形
で
書
か
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
小
説
末
尾
に
語
り
手
が
登
場
し
、
西
洋
の

神
と
日
本
の
神
の
相
克
も
「
我
我
の
事
業
」
の
問
題
と
し
て
語
ら
れ
て
い

る
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
最
後
に
こ
う
し
た
語
り
手
を
登
場
さ
せ
た
の
は

何
故
か
。
こ
の
語
り
手
や
「
我
我
」
に
、
大
正
期
の
知
識
人
の
文
化
意
識

が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
欧
州
大
戦
を
契
機
に
自
国

の
文
化
的
特
殊
性
に
対
す
る
自
覚
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

四

語
り
手
の
問
題
と
大
正
期
の
文
化
意
識

「
神
神
の
微
笑
」
の
語
り
手
は
、
南
蛮
屏
風
に
描
か
れ
た
宣
教
師
を
オ

ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
に
見
立
て
た
形
で
架
空
の
物
語
を
想
像
し
て
お
り
、
小
説

末
尾
に
は
次
の
よ
う
な
付
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。

悠
悠
と
ア
ビ
ト
の
裾
を
引
い
た
、
鼻
の
高
い
紅
毛
人
は
、
黄
昏
の
光

の
漂
つ
た
、
架
空
の
月
桂
や
薔
薇
の
中
か
ら
、
一
双
の
屏
風
へ
帰
つ

て
行
つ
た
。
南
蛮
船
入
津
の
図
を
描
い
た
、
三
世
紀
以
前
の
古
屏
風

へ
。
／
さ
や
う
な
ら
。
パ
ア
ド
レ
・
オ
ル
ガ
ン
テ
イ
ノ
！

君
は
今

君
の
仲
間
と
、
日
本
の
海
辺
を
歩
き
な
が
ら
、
金
泥
の
霞
に
旗
を
挙

げ
た
、
大
き
い
南
蛮
船
を
眺
め
て
ゐ
る
。
泥
烏
須
が
勝
つ
か
、
大
日

靈
貴
が
勝
つ
か

―
そ
れ
は
ま
だ
現
在
で
も
、
容
易
に
断
定
は
出
来

な
い
か
も
知
れ
な
い
。
が
、
や
が
て
は
我
我
の
事
業
が
、
断
定
を
与

ふ
べ
き
問
題
で
あ
る
。
君
は
そ
の
過
去
の
海
辺
か
ら
、
静
か
に
我
我

を
見
て
ゐ
給
へ
。
た
と
ひ
君
は
同
じ
屏
風
の
、
犬
を
曳
い
た
甲
比
丹

や
、
日
傘
を
さ
し
か
け
た
黒
ん
坊
の
子
供
と
、
忘
却
の
眠
に
沈
ん
で

ゐ
て
も
、
新
た
に
水
平
へ
現
れ
た
、
我
我
の
黒
船
の
石
火
矢
の
音
は
、

必
古
め
か
し
い
君
等
の
夢
を
破
る
時
が
あ
る
に
違
ひ
な
い
。
そ
れ
ま

で
は
、

―
さ
や
う
な
ら
。
パ
ア
ド
レ
・
オ
ル
ガ
ン
テ
イ
ノ
！

さ
や
う
な
ら
！

南
蛮
寺
の
ウ
ル
ガ
ン
伴
天
連
！

語
り
手
は
「
南
蛮
船
入
津
の
図
」
の
「
三
世
紀
以
前
の
古
屏
風
」
を
見
な

が
ら
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
の
架
空
の
物
語
を
語
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ

う
に
、
南
蛮
屏
風
に
対
す
る
関
心
が
増
大
し
た
の
も
大
正
期
で
、
欧
州
大

戦
以
降
日
本
文
化
の
特
殊
性
に
着
目
し
た
文
化
論
が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
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っ
た
こ
と
と
連
動
し
て
い
る
。
南
蛮
文
化
や
南
蛮
屏
風
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
木
下
杢
太
郎
が
「
現
代
の
趣
味
に
対
す
る
批
評
」
は
「
個
人
の
生
活

様
式
」
と
と
も
に
「
国
民
的
文
化
の
自
覚
に
対
す
る
批
評
に
な
る
」（
「
新

東
洋
趣
味
」
、
「
中
央
公
論
」
大
五
・
七
）
と
述
べ
た
の
も
、
「
此
度
の
世
界
的
戦

争
が
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
邦
人
に
国
民
的
意
識
を
覚
醒
せ
し
め
」
、
「
日
本

を
世
界
に
於
け
る
日
本
と
い
ふ
よ
う
に
考
へ
る
観
念
が
強
く
な
つ
た
」

（
「
国
民
的
文
化
の
自
覚
と
は
何
ぞ
や
」、
「
新
日
本
」
大
五
・
六
、『
木
下
杢
太
郎
全
集
』

第
九
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
五
六
・
一
一
）
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。「
神
神
の
微
笑
」

の
語
り
手
も
こ
う
し
た
同
時
代
の
知
識
人
の
文
化
意
識
を
反
映
し
た
形
で

設
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、「
我
我
の
事
業
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

想
起
し
た
い
の
は
、「
思
潮
」
を
主
宰
し
た
阿
部
次
郎
が
最
終
号
（
大
八
・

一
）
の
「
告
別
」
で
、
「
狭
隘
な
る
国
粋
主
義
と
浮
薄
な
る
外
国
模
倣
と

の
両
者
に
対
抗
し
て
、
新
し
き
文
化
を
根
柢
か
ら
建
設
せ
む
と
す
る
事
業

に
貢
献
す
る
こ
と

―
こ
れ
が
我
ら
の
願
望
」
だ
っ
た
と
し
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

世
界
は
こ
の
大
戦
の
終
結
か
ら
始
ま
つ
て
、
精
神
的
に
云
へ
ば
世
界

史
的
多
事
の
時
代
に
入
ら
む
と
し
つ
ゝ
あ
る
。
さ
う
し
て
日
本
は
、

日
本
の
特
殊
な
る
地
位
に
よ
つ
て
、
日
本
に
特
殊
な
る
多
く
の
問
題

を
持
つ
て
ゐ
る
。
我
ら
は
世
界
的
改
造
の
事
業
に
参
加
す
る
た
め
に

（
略
）
戦
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
特
に
多
く
の
戦
を
持
つ
て
ゐ
る
。（
略
）

愛
国
を
装
ふ
危
険
思
想
を
徹
底
的
に
撃
破
し
な
け
れ
ば
、
日
本
は
い

つ
ま
で
も
文
化
の
大
道
を
堂
々
と
し
て
闊
歩
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

で
あ
ら
う
。（
「
思
潮
」
前
出
）

「
神
神
の
微
笑
」
で
「
泥
烏
須
」
＝
西
洋
の
神
が
勝
つ
か
、「
大
日
靈
貴
」

＝
日
本
の
古
き
神
が
勝
つ
か
、
「
や
が
て
は
我
我
の
事
業
が
、
断
定
を
与

ふ
べ
き
問
題
」
だ
と
す
る
「
我
我
の
事
業
」
は
、
「
我
ら
」
の
「
世
界
的

改
造
の
事
業
」
と
い
う
言
い
方
と
似
通
っ
て
い
る
。
阿
部
の
い
う
「
世
界

的
改
造
の
事
業
」
と
は
、
欧
州
大
戦
期
に
台
頭
し
て
き
た
国
粋
主
義
的
な

文
化
論
に
対
す
る
形
で
日
本
の
文
化
的
特
殊
性
を
自
覚
し
、
外
国
模
倣
に

終
わ
ら
ぬ
新
し
い
日
本
文
化
の
建
設
を
考
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

「
思
潮
」
創
刊
の
趣
旨
も
そ
の
点
に
あ
っ
た
だ
け
に
、
同
じ
よ
う
な
志
向

か
ら
和
辻
の
日
本
文
化
論
も
書
か
れ
て
い
た
し
、「
思
潮
」
第
六
号
（
大
六
・

一
〇
）
掲
載
の
西
田
幾
多
郎
の
「
日
本
的
と
い
ふ
こ
と
に
就
い
て
」
も
、「
我

々
は
益
特
有
の
文
化
を
発
展
し
、
益
々
日
本
的
と
な
る
と
共
に
、
此
文
化

を
し
て
世
界
文
化
の
一
要
素
と
し
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
た
い
。
」

と
説
い
て
い
た
。
「
我
ら
」
の
「
事
業
」
と
い
う
言
い
方
自
体
、
外
来
の

も
の
を
同
化
す
る
日
本
の
文
化
的
特
質
に
よ
っ
て
世
界
的
視
野
か
ら
新
し

い
文
化
建
設
を
考
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
議
論
は
「
思
潮
」
同
人
に
限
ら
ず
、
西
洋
文
明
の
影
響
を
受

け
て
き
た
知
識
人
に
見
ら
れ
、
英
文
学
者
の
野
上
豊
一
郎
は
「
伝
統
主
義

を
排
す
」（
「
新
潮
」
大
六
・
一
一
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

我
々
は
昔
か
ら
外
国
の
文
化
の
影
響
の
下
に
在
り
な
が
ら
、
常
に
そ

れ
を
我
々
の
も
の
と
し
て
よ
く
生
か
し
て
来
た
の
で
あ
る
。（
略
）
私

は
伝
統
主
義
の
必
要
を
否
定
す
る
と
同
時
に
、
我
々
は
今
少
し
世
界

的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。（
略
）
我
々
は
常
に
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
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意
識
し
な
が
ら
も
、
此
の
大
き
な
広
い
同
化
的
な
心
で
西
洋
の
文
化

に
接
し
て
行
く
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
或
る
意
味
に
於
て
最
も
日
本

的
な
こ
と
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
。
何
と
な
れ
ば
、
我
々
の
祖
先
が
支

那
、
朝
鮮
、
印
度
の
文
化
を
吸
収
し
た
の
も
此
の
態
度
に
依
つ
た
も

の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
。（
「
新
潮
」
前
出
）

野
上
が
排
す
る
「
伝
統
主
義
」
と
は
、
岩
野
泡
鳴

や
三
井
甲
之
の
「
日

(17)

本
主
義
」
、
お
よ
び
筧
克
彦
の
説
く
「
古
神
道
的
精
神
」
を
指
し
て
い
る
。

阿
部
や
和
辻
ら
「
思
潮
」
同
人
が
「
国
粋
主
義
」
、
「
伝
統
主
義
」
と
難
じ

て
い
た
の
も
同
じ
も
の
で
（
名
前
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
茅
原
も
そ
の
一
人

に
含
ま
れ
よ
う
）
、
和
辻
の
日
本
文
化
論
も
筧
克
彦
の
古
神
道
論
を
難
ず
る

立
場
か
ら
書
か
れ
て
い
た

。
つ
ま
り
、
欧
州
大
戦
を
契
機
と
し
て
、
日

(18)

本
文
化
の
特
質
に
対
す
る
自
覚
が
高
ま
る
中
、
伝
統
主
義
的
な
議
論
と
折

衷
主
義
的
な
日
本
文
化
論
が
対
峙
し
て
い
た
状
況
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
両

者
の
相
違
は
、
日
本
文
化
の
特
性
を
国
粋
的
伝
統
か
ら
考
え
る
か
、
外
来

文
化
の
同
化
に
お
い
て
考
え
る
か
、そ
の
方
向
性
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
、

外
国
模
倣
で
は
な
い
日
本
文
化
の
新
し
い
展
開
＝
〈
文
化
建
設
〉
を
目
指

し
て
い
た
点
で
は
同
じ
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
。

「
神
神
の
微
笑
」
に
お
い
て
作
中
の
語
り
手
が
、
日
本
の
古
い
神
が
勝

つ
か
キ
リ
ス
ト
教
の
神
が
勝
つ
か
、
「
現
在
で
も
、
容
易
に
断
定
は
出
来

な
い
」
問
題
と
し
て
保
留
に
し
て
い
る
の
は
、
伝
統
主
義
と
折
衷
主
義
的

な
文
化
論
の
対
立
も
意
識
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
語
り
手
自
身
、
自
ら
の

立
場
は
示
さ
ず

、
「
や
が
て
は
我
我
の
事
業
が
、
断
定
を
与
ふ
べ
き
問

(19)

題
」
と
し
た
の
は
、
安
易
な
断
定
を
避
け
る
為
だ
ろ
う
が
、
芥
川
自
身
、

西
洋
に
対
す
る
憧
憬
（
南
蛮
趣
味
）
を
抱
き
つ
つ
も
、
日
本
の
伝
統
的
な
も

の
（
古
典
）
に
も
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
語
り

手
に
大
正
期
の
知
識
人
の
文
化
意
識
を
反
映
さ
せ
、
「
我
我
の
事
業
」
と

し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
象
徴
さ
れ
る
〈
西
洋
〉
と
対
峙
し
な
が
ら
（
即
ち

西
洋
模
倣
に
留
ま
ら
ぬ
形
で
）
、
い
か
に
新
し
い
日
本
文
化
の
創
造
を
考
え
て

い
く
か
と
い
う
問
題
を
提
示
す
る
に
留
め
た
の
だ
と
考
え
る
。

つ
ま
り
、
大
正
期
、
日
本
文
化
の
特
殊
性
に
対
す
る
自
覚
が
強
ま
っ
た

知
識
人
の
文
化
意
識
を
反
映
す
る
形
で
「
神
神
の
微
笑
」
は
書
か
れ
て
い

る
の
だ
が
、
作
中
の
語
り
手
は
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
の
物
語
を
夢
想
し
な
が

ら
、
そ
の
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
に
対
し
「
必
古
め
か
し
い
君
等
の
夢
を
破
る

時
が
あ
る
に
違
ひ
な
い
」
と
述
べ
「
さ
や
う
な
ら
」
を
告
げ
て
い
る
。
南

蛮
屏
風
か
ら
夢
想
し
た
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
の
物
語
を
語
り
手
自
ら
相
対
化

し
て
い
る
の
だ
が
、
同
じ
時
期
に
発
表
さ
れ
た
「
江
南
游
記
」（
「
大
阪
毎

日
新
聞
」
大
一
一
・
一
・
一
～
二
・
一
三
、『
支
那
游
記
』
収
録
）
に
「
ロ
マ
ン
テ
イ

シ
ズ
ム
よ
、
さ
よ
う
な
ら
で
あ
る
」
と
い
う
く
だ
り
が
あ
り
、
そ
れ
と
似

た
表
現
に
な
っ
て
い
る
点
も
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
芥
川
は
、
大
正
一
〇

年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
七
月
下
旬
ま
で
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
特
派
員
と
し

て
中
国
を
視
察
旅
行
し
、
帰
国
後
に
「
神
神
の
微
笑
」
を
書
い
た
。
そ
の

旅
で
中
国
の
現
実
、
実
情
を
目
の
当
た
り
に
し
、
中
国
に
抱
い
て
い
た
憧

憬
、
夢
が
打
ち
砕
か
れ
た
体
験
も
し
て
い
る

。「
神
神
の
微
笑
」
で
、「
懐

(20)

郷
の
悲
し
み
」
を
抱
き
憂
鬱
の
底
に
沈
む
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
を
造
型
し
た

の
も
、
そ
の
体
験
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

作
中
の
語
り
手
は
、
南
蛮
屏
風
か
ら
喚
起
さ
れ
た
異
国
憧
憬
の
夢
＝
オ

ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
の
夢
想
の
物
語
を
相
対
化
す
る
形
で
「
我
我
の
黒
船
の
石



45

火
矢
の
音
」
、
即
ち
西
洋
文
化
を
同
化
し
て
作
っ
た
「
我
我
の
黒
船
」
＝

近
代
化
し
た
日
本
に
よ
っ
て
「
古
め
か
し
い
君
等
の
夢
」
即
ち
西
洋
人
の

視
線
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
打
ち
砕
く
時
も
あ
る
に
ち
が
い
な
い
と
語

る
。
そ
こ
に
異
国
憧
憬
の
夢
が
打
ち
砕
か
れ
た
芥
川
の
心
情
も
投
影
さ
れ

て
い
る
の
だ
が
、
当
時
の
知
識
人
の
文
化
意
識
を
語
り
手
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
西
洋
的
な
原
理
と
は
異
な
る
日
本
の
文
化
的
特

質
＝
「
作
り
変
へ
る
力
」
を
ど
う
考
え
る
の
か
、
欧
州
大
戦
以
降
の
知
識

人
の
文
化
的
問
題
と
し
て
問
う
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
神
神
の
微
笑
」
を
欧
州
大
戦
期
の
日
本
文
化
論
と
の

関
わ
り
か
ら
考
察
し
て
き
た
が
、
日
本
の
文
化
的
特
質
の
議
論
が
再
び
高

ま
る
の
が
昭
和
一
〇
年
代
で
あ
り
、
そ
れ
は
芥
川
が
意
識
し
て
い
た
問
題

と
接
続
し
て
い
る
。
特
に
横
光
利
一
の
『
旅
愁
』（
昭
一
二
・
四
～
昭
二
一
・

四
）
は
〈
日
本
的
な
も
の
〉
の
議
論
が
高
ま
る
中
で
書
か
れ
て
お
り
、
日

本
の
知
識
人
の
思
考
的
対
立
と
し
て
日
本
派
と
西
洋
派
の
議
論
や
キ
リ
ス

ト
教
も
包
容
す
る
古
神
道
の
問
題
が
思
索
さ
れ
て
い
た

。
「
神
神
の
微

(21)

笑
」
で
認
識
さ
れ
て
い
た
「
や
が
て
は
我
我
の
事
業
が
、
断
定
を
与
ふ
べ

き
問
題
」
に
挑
ん
だ
の
が
『
旅
愁
』
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
の
だ
が
、
そ

う
し
た
点
か
ら
見
る
な
ら
「
神
神
の
微
笑
」
は
、
一
〇
数
年
後
に
再
燃
す

る
〈
日
本
的
な
も
の
〉
の
問
題
も
見
据
え
て
い
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

【
注
記
】

初
出
稿
で
は
「
神
々
の
微
笑
」
だ
が
、
『
春
服
』
（
春
陽
堂
、
大
一
二
・
五
）
収
録

1
の
際
「
神
神
の
微
笑
」
と
表
記
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
『
春
服
』
所
収
の
も
の
を
底
本

と
し
た
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
八
巻
（
岩
波
書
店
、
平
八
・
六
）
を
参
照
、
芥
川

の
他
の
著
作
も
同
全
集
全
二
四
巻
（
平
七
・
一
一
～
平
一
〇
・
三
）
か
ら
引
用
し
た
。

三
好
行
雄
が
「
小
説
の
最
終
の
段
落
は
、
日
本
へ
同
化
し
た
オ
ル
ガ
ン
テ
イ
ノ
へ

2
の
西
洋
か
ら
の
呼
び
か
け
」
で
あ
り
「
〈
我
々
の
事
業
〉
は
す
な
わ
ち
西
洋
の
事
業
」

（
『
芥
川
龍
之
介
論
』
筑
摩
書
房
、
昭
五
一
・
九
）
と
解
し
て
以
来
、
そ
れ
を
踏
襲
す

る
形
で
幕
末
に
現
れ
た
西
洋
人
と
見
な
す
論
も
多
い
が
、
『
芥
川
全
集
』
第
八
巻
（
前

出
）
の
注
解
（
神
田
由
美
子
）
で
は
「
我
々
の
黒
船
」
は
「
近
代
日
本
の
軍
艦
を
指

（
マ
マ
）

す
か
」
と
さ
れ
て
お
り
、
「
我
我
」
を
近
代
の
日
本
人
と
解
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
大

正
期
の
日
本
人
」
と
解
し
た
も
の
に
田
口
麻
奈
「
芥
川
龍
之
介
『
神
神
の
微
笑
』
と

日
本
文
化
論

―
戦
後
作
家
に
よ
る
再
評
価
を
起
点
と
し
て
」
（
「
東
京
大
学
国
文
学
論

集
」
平
二
三
・
三
）
が
あ
る
。

岡
本
良
知
・
高
見
沢
忠
雄
『
南
蛮
屏
風
』
解
説
巻
（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
昭
四

3
五
・
一
二
）
参
照
。

安
藤
公
美
「
「
神
神
の
微
笑
」

―<

我
我>

の
聴
く
不
協
和
音
」
（
宮
坂
覚
編
『
芥

4
川
龍
之
介
と
切
支
丹
物

―
多
声
・
交
差
・
越
境
』
翰
林
書
房
、
平
二
六
・
四

収
録
）

は
、
「
神
神
の
微
笑
」
の
「
プ
レ
テ
ク
ス
ト
」
と
し
て
木
下
杢
太
郎
の
戯
曲
「
南
蛮
寺

門
前
」
（
「
ス
バ
ル
」
明
四
二
・
二
）
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
。
南
蛮
寺
物
と
し
て
芥

川
が
触
発
を
受
け
た
所
も
あ
ろ
う
が
、
同
戯
曲
に
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
は
登
場
せ
ず
作

品
の
趣
向
も
異
な
る
。
南
蛮
寺
の
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
の
物
語
を
書
く
に
あ
た
り
そ
の

着
想
を
得
た
の
は
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
に
直
接
言
及
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
で
あ
ろ
う
。

『
日
本
西
教
史
』
上
・
下
巻
（
洛
陽
堂
、
大
二
・
一
二
、
大
三
・
五
）
参
照
。

5
『
新
村
出
全
集
』
第
六
巻
（
筑
摩
書
房
、
昭
四
八
・
一
）
参
照
。

6

同
論
文
に
「
オ
ル
ガ
ン
チ
ー
ノ
は
同
記
（
引
用
者
注
、『
南
蛮
寺
興
廃
記
』
の
こ
と
）

7
等
に
所
謂
ウ
ル
ガ
ン
に
当
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
芥
川
の
「
る
し
へ
る
」
（
前

出
）
に
も
、
新
村
の
著
作
に
直
接
言
及
し
た
箇
所
が
あ
る
。
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黒
川
真
道
編
『
信
長
記(

下)

織
田
弾
正
記

清
須
合
戦
記

道
家
祖
看
記

南
蛮
寺

8
興
廃
記

総
見
院
殿
追
善
記
』（
集
文
館
、
明
四
四
・
一
一
）
参
照
。

『
南
蛮
寺
興
廃
記
』
に
は
、
大
病
や
難
病
を
患
い
医
者
で
も
治
せ
な
い
者
、
貧
苦
で

9
治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
者
達
を
南
蛮
寺
に
留
め
、
薬
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
「
お
し
の
」
（
前
出
）
に
お
い
て
、
倅
の
大
病
を
治
し
て
も
ら
う
為
、
お
し

の
が
南
蛮
寺
の
神
父
に
救
い
を
求
め
る
の
も
、
同
書
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
だ
ろ
う
。

オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
は
晩
年
長
崎
に
移
り
、
一
六
〇
九
年
四
月
二
二
日
に
他
界
し
た

10
（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典
』
第
二
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
五
五
・

七

「
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
」
の
項
目
（
柳
谷
武
夫
）
参
照
）。

大
正
六
年
五
月
七
日
付
松
岡
譲
宛
書
翰
に
「
思
潮
」
を
読
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。

11

夏
目
漱
石
の
弟
子
だ
っ
た
縁
で
和
辻
と
親
し
く
な
り
、
芥
川
は
大
正
六
年
四
月
末

12
か
ら
大
正
一
二
年
に
か
け
て
度
々
和
辻
に
手
紙
を
送
り
、
和
辻
家
も
訪
問
し
て
い
る
。

芥
川
は
ハ
ー
ン
の
著
作
を
原
文
で
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
大
正
期
、
日

13
本
で
最
初
に
編
纂
さ
れ
た
第
一
書
房
版
『
小
泉
八
雲
全
集
』
か
ら
引
用
し
た
。

中
野
記
偉
「
芥
川
龍
之
介
『
神
神
の
微
笑
』
解
釈
へ
の
試
み

―
比
較
文
学
的
一

14
考
察
」
（
「
英
文
学
と
英
語
学
」
昭
六
一
・
三
）
で
は
小
泉
八
雲
（
ハ
ー
ン
）
及
び
チ

ェ
ン
バ
レ
ン
の
著
作
の
影
響
に
つ
い
て
論
じ
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
「
西
洋
化
と
把
握

す
る
と
こ
ろ
」
を
「
芥
川
は
逆
に
国
風
化
と
把
握
し
直
」
し
、
「
神
神
の
微
笑
」
の
結

末
は
「
八
雲
流
の
進
化
論
か
ら
一
歩
あ
る
い
は
半
歩
踏
み
出
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
著
・
高
梨
健
吉
訳
『
日
本
事
物
誌
』
第
一
・
二
巻
（
平
凡
社
、
昭

15
四
四
・
一
、
同
・
九
）
参
照
、
引
用
は
二
巻
。
芥
川
が
「
彼

第
二
」（
「
新
潮
」
昭
二
・

一
）
で
「
誰
で
も
外
国
人
は
い
つ
か
一
度
は
幻
滅
」
し
「
ヘ
ル
ン
で
も
晩
年
は
さ
う

だ
つ
た
ん
だ
ら
う
」
と
書
い
た
の
も
、
同
書
の
ハ
ー
ン
評
に
依
拠
し
て
い
よ
う
。

東
京
帝
国
大
学
の
公
法
学
者
、
神
道
思
想
家
で
あ
る
筧
克
彦
は
『
古
神
道
大
義

皇

16

国
之
根
柢
万
邦
之
精
華
』
（
清
水
書
店
、
大
元
・
一
〇
）
を
刊
行
し
た
が
、
岩
野
泡
鳴

は
『
筧
博
士
の
古
神
道
大
義
』（
名
著
評
論
社
、
大
四
・
一
）
に
お
い
て
、「
耶
蘇
教
」

は
「
容
易
に
征
服
的
に
同
化
を
甘
ん
じ
」
ず
、
「
神
道
と
耶
蘇
と
は
形
式
上
の
衝
突
が

起
ら
な
い
で
い
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
、
「
神
道
の
精
神
は
決
し
て
氏
の
考
へ
る
や
う
な

無
特
色
の
折
衷
、
調
和
、
若
し
く
は
同
化
で
は
な
い
」（『
岩
野
泡
鳴
全
集
』
第
九
巻
、

臨
川
書
店
、
平
七
・
八
）
と
し
て
筧
の
古
神
道
論
に
異
議
を
と
な
え
た
。
泡
鳴
の
「
古

神
道
」
は
、
外
来
の
諸
思
想
を
排
斥
し
て
「
刹
那
的
な
最
強
者
」
の
哲
理
を
説
く
点

で
、
筧
の
古
神
道
や
ハ
ー
ン
の
神
道
観
と
も
異
な
る
。

泡
鳴
は
大
正
五
年
一
月
に
「
新
日
本
主
義
」
（
同
年
一
〇
月
に
「
日
本
主
義
」
と
解

17
題
）
を
創
刊
し
、
個
人
主
義
的
国
家
主
義
の
立
場
か
ら
日
本
主
義
論
を
展
開
し
た
。

和
辻
は
「
近
事
二
、
三
」（
「
文
章
世
界
」
大
六
・
一
〇
）
の
「
伝
統
主
義
」
で
、「
い

18
か
に
大
学
生
に
古
神
道
を
講
義
し
て
も
、
こ
の
伝
統
主
義
に
民
衆
を
熱
せ
し
む
る
力

の
な
い
こ
と
は
明
瞭
」
（
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
二
一
巻
、
岩
波
書
店
、
平
三
・
二
）

だ
と
し
て
筧
の
古
神
道
論
を
難
じ
て
い
た
。

「
神
神
の
微
笑
」
の
改
稿
で
、
耶
蘇
の
顔
が
大
日
靈
貴
の
顔
に
変
わ
る
所
が
削
ら
れ

19
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
も
融
和
さ
れ
る
こ
と
を
説
い
た
筧
克
彦
の
古
神
道
に
近
い
立

場
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。「
長
崎
小
品
」（
「
サ

ン
デ
ー
毎
日
」
大
一
一
・
六
・
四
）
で
は
、
「
日
本
出
来
の
南
蛮
物
に
は
西
洋
出
来
の

物
に
な
い
、
独
特
の
味
が
あ
り
」
、
「
其
処
か
ら
今
日
の
文
明
も
生
れ
て
来
た
。
将
来

は
も
つ
と
偉
大
な
も
の
が
生
れ
る
で
せ
う
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
芥
川
自
身
、
和
洋

折
衷
的
な
日
本
文
化
の
特
質
（
「
作
り
変
へ
る
力
」）
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
。

「
江
南
游
記
」
の
引
用
箇
所
は
、
杭
州
西
湖
の
ホ
テ
ル
で
「
西
洋
人
の
興
ざ
め
な
行

20
為
に
遭
遇
し
、
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
へ
の
幻
想
が
す
っ
か
り
解
体
さ
れ
」
た
所
で
あ
り
、

「
西
洋
列
強
に
植
民
地
支
配
を
さ
れ
た
〈
支
那
〉
の
縮
図
と
し
て
の
「
西
湖
」
が
、
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芥
川
の
旅
行
記
に
は
鮮
や
か
に
立
ち
現
れ
て
く
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
秦
剛
「
芥

川
龍
之
介
と
谷
崎
潤
一
郎
の
中
国
表
象

―
〈
支
那
趣
味
〉
言
説
を
批
判
す
る
『
支

那
游
記
』

―
」
、
「
国
語
と
国
文
学
」
平
一
八
・
一
一
）
。

単
援
朝
「
芥
川
龍
之
介

『
支
那
游
記
』
の
世
界

―
夢
想
と
現
実
と
の
間
」（
「
国
語
と
国
文
学
」
平
三
・
九
）

で
も
、
芥
川
の
「
支
那
」
の
「
夢
を
汚
す
も
の
と
し
て
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

む
し
ろ
「
支
那
」
の
現
実
の
中
に
存
す
る
「
下
品
」
な
、
「
場
違
ひ
」
の
「
西
洋
」
で

あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
芥
川
は
中
国
の
旅
で
西
洋
的
な
眼
差
し
を
相
対
化
す
る
視

点
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

昭
和
一
〇
年
代
の
〈
日
本
的
な
も
の
〉
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
昭

21
和
一
〇
年
代
に
お
け
る
〈
日
本
的
な
も
の
〉

―
横
光
利
一
の
「
厨
房
日
記
」
か
ら

―
」
（
「
九
大
日
文
」
平
二
〇
・
一
〇
）
で
論
じ
、
横
光
の
『
旅
愁
』
に
つ
い
て
は

拙
著
『
戦
時
下
の
文
学
と
〈
日
本
的
な
も
の
〉

―
横
光
利
一
と
保
田
與
重
郎

―
』

（
花
書
院
、
平
二
一
・
三
）
で
考
察
し
た
。

（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
特
別
研
究
者
）


